








まえが,き

　環境変異源の増減を監視するためには,さまざまなマーカーの利用が考えら

れる。その中で染色体異常をマーカーとすれば,染色体異常を誘発する環境変

異源のモニタリングが可能となる。そこで具体的には染色体異常の増減を問題

にするが,その増減の判定には,信頼できるべースラインの設定が必要となる。


